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現状の家庭ごみの収集日

月・火・木・金は燃やせるごみ

生ごみの収集日。

燃やせないごみ・キケンごみの収集は

第２週もしくは第３週に行っている。

また、水曜日に収集する地区が多い。
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現状の資源物の搬入量

現状のリサイクルセンターへの

搬入量は毎週水曜日が多く、

特に第４週目が突出している。

これは、市内の燃やせないごみ・

キケンごみの収集を第２週もしくは

第３週に行っていることで翌週に２

週分の資源物を排出することになる

ため。
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安定した処理への不安

量のバラつきによる作業の非効率化

将来的な施設更新時の経費増

収集・処理の課題
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安定した処理への不安（収集/処理）

特に夏場は資源物の量が多く、当初の予定

での処理が困難になるほどの量が排出され

ることもあり、週ごとの安定した処理に不安

を抱えている。

また、収集においても特に第４週の排出量が

多いことで収集や施設への搬入に遅れが

生じている状況。

天候不良や交通状況等のイレギュラーが発

生すると遅れが生じやすい。

↑はプラスチック容器包装の処理棟となっており、収集された

プラスチック容器包装が堆積している。

↓は溢れた資源物を一時的に保管するストックヤードとなって

いるが、溢れそうになることも。
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量のバラつきによる作業の非効率化

水曜日の中で資源物の搬入量が最も

多い第４週は、最も少ない第２週の約

２.５倍もの量になっている。

週によって資源物の量に大きな差があることで、

人員配置や機械、車両等の稼働にもばらつきが

あり、効率的な作業が行えていない。
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将来的な施設更新時の経費増

リサイクルセンターはびん・缶・ペットボトル

の処理施設は平成１２年、プラスチックの処

理施設は平成１９年に供用が開始され、施設

の老朽化が著しく施設の更新を検討してい

るが、現状のように一時的に搬入量が多い

場合、その最大量に合わせた施設設計をす

る必要があるため、更新時に多額の費用を

要する。
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今回の収集日変更の目的

現状の課題を解決する、もしくは悪影響を低減する

資源物の安定的かつ適正な処理を長期的に継続する

引き続き資源物を無料で収集する
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変更開始：令和７年４月１日から

新しい収集日

水曜日の燃やせないごみ・キケンごみの

収集日を第１週～第４週に振り分け、

資源物の収集量の平準化を図ります。

水曜日の変更だけでは、効果が

不十分なため、金曜日の燃やせない

ごみ・キケンごみの収集日も変更し、

全体の平準化を図ります。
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曜日ごとの資源物搬入量の比較

変更後（令和７年４月１日から）変更前

収集日変更による効果（予測）
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